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１．学園祭概要
• 日 時：2022年11月12日（土）10:00～17:00

• 場 所：作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部 清原キャンパス

• 主 催：作新祭実行委員会

• 企 画：お笑いライブ・ライブ・サークル団体発表etc

• 来園者：約350人（11/17実行委員会より）



２．防災サークルtellの目的とテーマ
【目的】

一般来場者および学校関係者に、作新学院大学防災サークルtellの活動として、存在を

周知してもらい、防災意識向上の一助をすること。また、参画した新メンバーの経験が来

期以降の活動に活かされることを目的とする。

【テーマ】

「来てくれた人が何か一つためになった！というものを提供しよう！」



３.進行スケジュール

日程 10/7 14 19 20 21 24 25 26 27 28 11/1 2 3 4 8 9 10 11 12 15 16 17 18
項目 金 金 水 木 金 月 火 水 木 金 火 水 木 金 火 水 木 金 土 火 水 木 金

定例ミーティング ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

備蓄食品レシピ試食 ☆ ☆

準備品買い出し

会場セッティング ☆

学園祭本番 ☆

片付け ☆

反省会 ☆

報告書作成 ☆



４．展示活動内容
• サークルの概要、栃木県からの認定証、活動画像etc

• 防災備品の展示

• 備蓄非常食最新物展示、非常食レシピの報告、資料

• 防災ハザードマップの閲覧（栃木県、福島県、茨城県の38市町村）

• 防災クイズ、備蓄食品アンケート（防災グッズ配布）



５．収支（費用）

品 名 金 額 備 考

１ 備品、配布物など 6,140

２ 備蓄食品 11,641

３ 昼食代 7,950

４ 防災手ぬぐい 7,150 県庁の予算

合計 25,731 部費予算



６．活動画像



７．まとめ（結果）

• 来室者：約90名（大学来場者の約25%）

• アンケート数：回答39

学園祭の回答学生対象事前調査 【アンケート結果より】

・学生は備蓄品の有無が
不明（知らない）回答が多
いが、学園祭の来室者で
は5％（2名）のみが不明
であった。39％が備蓄品
準備なしであり、まだまだ
防災意識が低いため、今
後の活動でも防災意識向
上に向けた取り組みを検
討すべきと考える。



８．まとめ（反省）

動員数を目標設定せず、掲げたテーマに対して、各自が決めた役割をこなせたので成功したと言
える。反省としてお客様の声と内容・課題を下記表にまとめ次回以降に活かすこととする。

項目 内容・課題 次回に向けて対策

スケジュール 管理が甘く開始時間に間に合わないも
のがあった

スケジュール管理をして必要なもの
を優先して準備する

お客様へ 会場への誘導が少なかった 呼び込み担当を決め対応させる

〃 教室での説明ができなかった 防災知識を勉強し自信を付ける

お客様の声 クイズが難しく感じたがやりがいがあっ
た！

クイズの難易度を考慮し、年齢層に
応じた問題を考える

〃 防災備品、食品を見て関心していた 更に新しい情報を入手、展開する



９．所感

学園祭に参加して良かった。初めて経験した1,2年生がお客様を呼び込むために、いろいろ
工夫して行動できたこと。反省会では来年に向けて「こうしたい！」という意気込みも確認でき
た。そして次回メンバーが新入生に教育しながら活動できることを期待する。

来年こそ・・



作新学院大学 学園祭 非常食品関連の画像2022/11/12

賞味期限
5年以上の
非常食品
展示

非常食の
アレンジ
レシピ
参考配布


